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特集II:三 田 にお けるマ ス ・コミュニケーシ ョン研究の系譜 と展開

三 田 に お け る マ ス ・コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン研 究 の 意 義

ノ小川 浩 一

 日本 が政 治、経 済、社 会 、文化 の全て の レベ ルで 、 「社 会 シス テム」 その ものの存 立基

盤 を問い直 す状況 とな って い るこ とは、世界 中が 「近代」 の再構 築 、 「ポス トモ ダ ン」 へ

の問 いか け を行 ってい る こ とと密接 な関連が あ るこ とは衆 知の事 実 であ る。 こ う した動 き

の 中で、 と りわけ 「近 代」特 有 な現 象 と して のジ ャー ナ リズ ム及び 、マ ス ・コ ミュニケー

シ ョン もその存在 意 義が 問 い直 され ね ば なる まい。 この 問 い直 しの基 底 には 岡田直 之(高

橋 直 之)が かつ て指摘 した 「メデ ィア状 況 に潜 在 す る危機 的 要素 を察知 す る凛 と張 った批

判精神 が洞 れ るこ とな くマ ス ・コ ミュ ケー シ ョン研 究 の認識 論的基 底 に脈打 って い るか ど

うか を問 い返 す レ」 こ との 意義 に関す る研 究者 間で の共 通認 識が求 め られ る。 その意 味 で

今回の 「三 田 にお け るマス ・コ ミュニケ ー シ ョン研 究 の系譜 と展 開」 シ ンポ ジ ウム を三 田

社 会学会 が行 った こ とは、変革期 にあ る 日本 社会 の時代 、社会状 況 の 中で まこ とに時宣 を

得 た企画 とい える。

衆知 の ご と く、 日本 におい て も、所謂 「マ ス ・コ ミュニ ケー シ ョン」研 究 はす ぐれ て戦

後 の もの であ り、戦後 をシ ンボラ イズ す る研 究で あ る。 「マ ス ・コ ミュニケー シ ョン」 に

関 した研 究書 、論文 が出始 め たの は1950年 前後 であ る②。 むろん 、他 の輸 入外 国語 同様

に、マ ス ・コ ミュニ ケー シ ョン研 究 も当初 は海外(ア メ リカ)で の研 究 紹介 が 中心で あ った

が、漸 時 、 「マ ス ・コ ミュニケ ーシ ョン過 程 を歴 史 的 ・社 会的条 件 との関連 で と らえるパ

ー スペ クテ ィ ヴ
3」 とい う 日本 にお け る研 究 の特徴 が見 え る よ うに なっ た。 「マス ・コ ミ

ュニ ケー シ ョン研 究」 が戦後 、直 ぐに 日本 で紹介 され普及 してい っ たのは、単 に、戦勝 国

ア メ リカ か ら輸入 され 、 占領軍 に支援 された研究 であ っ た とい う理 由 のみ な らず 、戦前、

戦 中の言 論弾圧 の歴 史 と日本 の各 メデ ィアがそ れに抵抗 し得 なか った だけで な く迎合 さえ

して しまった とい う反省 、 さ らには近 代化 と して の民主化 の 中での 「マ ス ・メデ ィア」 の

意義 を強 調 してい たい とい う強 い思い があ った と推 測 で きる。 例 えば、清水 幾太 郎 は 「社

会心理 学」 の 中で 「現 代 の人間 は、そ の眼前 に コ ピー として提供 され る環境 に向 か って、

自己の運命 をかけた適 応の行 動 を試 み なけれ ばな らぬか らであ り、 また コ ピー を前 提 とす
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る 自己の行動 に責任 を とらね ば な らない④」 とい う ように、戦 後 日本 の西 欧的近 代化 に向

けての 強 い願望 を 「自己責 任」 を とる個 人 の、主 体的 選択 に よる(運 命 をか けた)行 動 を採

る為の与 件 として、 メ デ ィアが提 供す るコ ピー と して の世界 を想定 して いた。清 水 に代表

され るこ う した時代 、社会 認識 とその 反映 と して の 「マス ・コ ミュニ ケー シ ョン」研 究へ

の姿勢 は少 な くとも戦 後 の一定 時期 まで は、継 続 され てい た とい え る。慶 慮義塾 大学 法学

部 に限 って も、米 山桂 三 、生田正輝 、鶴 木 眞、真鍋 一 史、大石 裕 と続 く研 究者 の流 れ は、

第2次 世 界大戦後の変 革期 、60年 安保 、70年 大学 紛争期 に学生 時代 を送 るか、研 究者 と

しての ス ター トを切 った 人 々が 多か った。 当該各時 代 の社 会状 況 とそれ に対す るマ ス ・メ

デ ィアのあ り方 が彼 らを 「マ ス ・コ ミュニ ケー シ ョ ン研 究」 に関心 を向 け させ た と推測 さ

れる。

法学部 政 治学科 で は 田中宏 、大 石裕 が適切 に表現 した よ うに 「政 治 と社 会 の きわ めて緩

やか な結束 を持 つ 「知 的共 同体5、」 」 の教 育の 中で 、生 田、鶴 木 、真鍋 、大 石等 が変 革の

時代 と社 会 の 「精 神」(zeitgeist)を 内 面化 しつつ 、 「マ ス ・コ ミュニケ ー シ ョン」 の 諸側

面 を対象 と して研究 を進 めて い った。 と りわ け、政治 と社会 の接合 点 と しての 「政 治的 コ

ミュニケ ーシ ョン」 と 「世論」 の研 究 はその色彩 が鮮 明 であ る。 各個 別研 究者 の研 究 内容

の詳細 に関 しては鶴 木論文 と真鍋論文 に示 されてい る。

他 方 、慶応 義 塾大 学新 聞研 究所(現 メデ ィア ・コ ミュニ ケー シ ョン研 究所)に お け る研 究

も忘 れて はな らない。 この研 究 所 はGHQの 指導方 針 に基 づ いて昭和26年 に、他の い く

つ かの大学 にお け る新 聞関 連学科設 立 と期 を一 に設 立 された。研 究所 は設 立当初 よ り、法

学部 、文学 部等 の他学 部 と密接 な連 携 をと り、上記 の各研 究者 も研 究生 として 、後 には所

員 、研 究 員 と して研 究 を行 った。加 えて、新 田宇一 郎、東 季晴等 に よるマ ス ・メデ ィア経

営 に関す る研 究 は今 日の学 界 におけ る 「産業論 」 の先駆 け と して学界 に大 きな足 跡、貢 献

を残 した。研 究 所の研 究成 果 について は春原 論文が 詳細 な分類評 価 を行 ってい る。春原 は

伝統 的 な 「ジ ャー ナ リズ ム」研究 を歴 史的 な視 点 か ら考 察 して、 日本の マス ・コ ミニケー

シ ョンにお ける ジャー ナ リズ ムの意義 と、位 置づ け を明 らか にす る研 究 に多大 な貢献 を し

た。 また、文学 部 にお け る主 として 「社会心 理学」 か らの 「普 及学研 究」 も慶磨 義塾 にお

け るマス ・コ ミュニ ケーシ ョン研 究の重 要 な成果 であ る。宇野 善康 、青 池慎 一等 に よるE.

ロジ ャー スの研 究 の輸 入 とその発展 は、 オ リジナル研 究が有 賀喜左 衛 門等 の社会 学者 によ

る農村社 会 学調査 であ っ たに もか かわ らず、 ロジ ャースの研 究 を超 えて、 日本 に おけ るマ

ス ・コ ミュニ ケー シ ョン研究 の重要 な地 歩 を占め る ようにな ったが、 その詳細 について は
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青 池論文 において 明 らかに されてい る。

以上 の ように慶庶 義塾 にお け るマ ス ・コ ミュニ ケー シ ョン研 究 は まさに総過 程研 究 と し

ての性格 を一 方で持 ち なが らも常 に時 代 、社 会 の抱 える問題 と積極 的 に対 峙す る姿勢 を貫

いて きた。 その理 由は義塾 創設者 福沢 諭吉 の訪 欧米 体験 に依拠 した 「新 聞」 の社 会的 使命

の意義 に関す る認 識が今 日まで、脈 々 と継承 されてい る点 にあろ う。その内容 については、

「西洋事情」 に述 べ られてお り、春原論文 が紹介 して いる。加 えて、 これ も衆知 の ように、

福沢 自 らr時 事新報 」 を創 設 してい る。 同時代 に新 聞 、雑 誌 を創刊 した人々の多 くが 藩閥

のエ リー トで なかった 点 に、 明治 日本 の ジ ャー ナ リス トの批判 精神 の礎 が 見 られ る。慶 慮

義塾 で は、新 聞記者 養成 を 目指す 講義 が大 正2年 に開か れ、 さ らに研 究の講 座 も置 かれ

た こ とで 、新 聞の社 会 的機能 に着 目した創設 者 の意志 は、早 くか ら、実業 と研 究 の両面 に

わた って継承 されていた。 この点 に関 して も春原論 文が詳 しい紹介 を行 っている。

この よ うに、慶雁 義塾 にお け るマ ス ・コ ミュニ ケー シ ョン研 究 は大 学創 設期 よ り時代 精

神 を体現 しつつ、常 に時代 の批判 精神 に貫 かれ た もの であ った とい え よ う。マ ス ・コ ミュ

ニケ ーシ ョン研 究 に関す る歴 史が必ず しも十 全 に整 備 されて い るとは言 い難い状 況 におい

て、 まず 、一 大学 であ れ学 史研 究への 足 を踏 み 出 した とい う、 この事 実 もまた 、前 述 した

危機 意識の学問研究 の中での発現 と評価で きる。
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